
令和５年度 希望ケ丘高等学校 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

① 法令遵守意識

の向上（法令の

遵守、服務規程

の徹底） 

教育公務員として、

教育の専門家として

の自覚、意識を高

め、信用失墜行為を

防止する。 

啓発資料を有効に活用することで過去の事故、不祥事

の事例を取り入れた研修会を実施し、職員の意識改革

につなげることができた。２月に実施した不祥事防止

会議において公務員として職務に専念して、服務規律

を遵守することを確認した。目標を達成した。 

② 職場のハラス

メント（パワハ

ラ、セクハラ、

マタハラ等）の

防止 

ハラスメント行為に

ついて、職員が認識

を共有し、同僚性の

醸成を図ることで不

祥事を未然に防止す

る。 

１月にハラスメント行為の防止を目的とした啓発資料

等をもとに事故防止研修を実施した。自分の価値観や

意見を一方的に押し付けることがないように、また、

同僚に対する思いやりを持った言動をすることを確認

した。目標を達成した。 

③ 生徒に対する

わいせつ・セク

ハラ行為の防止 

職員一人ひとりが生

徒の人権を意識し、

生徒の人権を守るた

めの取組を図るとと

もに組織的な取組を

通して、わいせつ・

セクハラ行為を未然

に防止する。 

５月の不祥事防止会議において生徒の連絡先の適正な

取得・管理方法について、引き続きルール遵守を徹底

することを確認した。不祥事防止の観点から教科準備

室等の適切な利用を推進し、生徒指導等については必

ず複数人で対応し、結果を管理職に報告することを徹

底した。目標を達成した。 

④ 体罰、不適切

な指導の防止 

体罰、不適切な指導

について職員が認識

を共有し、不祥事を

未然に防止する。 

７月に体罰や不適切指導防止に関する事故防止会議、

不祥事防止研修等を実施した。校内相談窓口について

生徒へ周知し、生徒が相談しやすい環境づくりを進め

た。目標を達成した。 

⑤ 入学者選抜、

成績処理及び進

路関係書類の作

成及び取扱いに

係る事故防止 

マニュアルに基づき

点検体制を再確認

し、確実に業務を行

い、事故を未然に防

止する。 

６月、12月に不祥事防止研修会を行い、相互チェック

機能を強化し、マニュアルに則った点検を徹底した。 

進路関係書類発行業務は、担当者任せにせず、学年、

キャリア支援グループ全員で対応を行った。目標を達

成した。 

⑥ 個人情報等の

管理・情報セキ

ュリティ対策 

個人情報の取扱いに

は細心の注意を払

い、流出や紛失を防

止する。 

オンラインを利用した生徒とのやり取りにおける個人

情報の取扱いルールを徹底し、個人情報の流出を防止

に努めた。教職員及び児童・生徒に対し、他人を撮影

することのリスク等について周知し、徹底した。目標

を達成した。 

⑦  交通事故防

止、酒酔い・酒

気帯び運転防

止、交通法規の

遵守 

教育公務員としての

自覚を持ち、交通法

規遵守の徹底、酒酔

い・酒気帯び運転の

根絶を図る。 

11月に職員啓発資料等をもとに、交通事故等防止に向

けた研修を行った。飲酒運転は絶対にしないよう、飲

酒の予定がある日は、自家用車、自転車での通勤は絶

対しないことを職員に徹底した。目標を達成した。 

⑧ 財務事務等の

適正執行 

会計の執行におい

て、適切な手続きと

処理に努める。 

「私費会計事務処理の手引」に基づく執行方法の周知

を図り、不適切な事務処理の防止を行った。12月の不

祥事防止会議で不適切な公金の取扱いの具体的な事例

をあげ、事故防止を徹底した。 

 

 

様式２ 



○ 令和５年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和６年度に取り組むべき課題 

（学校長意見） 

 

令和５年度は、不祥事に繋がる職員の行動を早期に発見し、対処したことで大きな問題に発展

することを未然に防ぐことができた。職員全体の意識も向上し、組織全体のコンプライアンス強

化が進んだ。更なる改善の余地もあることから、令和６年度はリスク管理の徹底と継続的な研修

を通じて、職員の更なる意識の向上を図っていく。また、透明性のある組織運営に努め、信頼さ

れる組織作りを目指す。 


